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(54)【発明の名称】集光ユニット及び、集光装置

(57)【 特許 請求の範囲】

【請 求項 １】

  収納 物と 、

  一方 の面 に反射面が形成された１枚の基台部のみを折り曲げて、前記反射面を内側にし

て集 光可 能に組み立てられる集光装置と、を有し、

  前記 基台 部が前記収納物を収納可能な箱形に折り畳み可能であり、

  前記 集光 装置は、

    蛇 腹状 に折り畳み可能な第１シート部と、

    矩 形状 に折り畳み可能な第２シート部と、

    前 記第 １シート部と前記第２シート部とを連設する連設部と、を有し、

    蛇 腹状 に折り畳まれた第１シート部と矩形状に折り畳まれた前記第２シート部とを前

記連 設部 に対して折り曲げて重ね合わせることにより、箱形に折り畳まれること、

を特 徴と する集光ユニット。

【請 求項 ２】

  収納 物と 、

  一方 の面 に反射面が形成された１枚の基台部のみを折り曲げて、前記反射面を内側にし

て集 光可 能に組み立てられる集光装置と、を有し、

  前記 基台 部が前記収納物を収納可能な箱形に折り畳み可能であり、

  前記 収納 物は、潜熱蓄熱材を含む蓄熱材をマット状容器に封入し、太陽光に晒されるこ

とに より 蓄熱可能な蓄熱マットであること、
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を特 徴と する集光ユニット。

【請 求項 ３】

請求 項１ 又は請求項２に記載する集光ユニットにおいて、

  前記 基台 部は、一方の面にアルミ蒸着が施され、他方の面にアルミ蒸着が施されていな

いダ ンボ ールであること、

を特 徴と する集光ユニット。

【請 求項 ４】

請求 項１ から請求項３の何れか１つに記載する集光ユニットにおいて、

  前記 集光 装置は、箱形に折り畳まれた場合に、前記反射面が形成されていない面により

外周 面が 形成されていること、

を特 徴と する集光ユニット。

【請 求項 ５】

請求 項１に 記載する集光ユニットにおいて、

  前記 第１ シート部は、第１組立用差込片と第２組立用差込片とを有し、

  前記 第２ シート部は、前記第１組立用差込片が差し込まれる第１組立用スリットと、前

記第 ２組 立用差込片が差し込まれる第２組立用スリットとを有し、

  前記 第１ 組立用差込片を前記第１組立用スリットに差し込み、前記第２組立用差込片を

前記 第２ 組立用スリットに対して差し込むことにより、集光可能に組み立てられ、

  前記 第１ シート部は、箱形に折り畳まれた前記集光装置の外周面を構成する部分に、可

動片 を形 成するための切込部が設けられ、前記可動片を前記第１シート部に対して折り曲

げる こと により前記第１組立用差込片が形成されること、

を特 徴と する集光ユニット。

【請 求項 ６】

請求 項１ または請求項 ５に 記載する集光ユニットにおいて、

  前記 集光 装置は、箱形に折り畳まれた場合に前記連設部と対向する部分を開閉する開閉

部を 有す ること、

を特 徴と する集光ユニット。

【請 求項 ７】

請求 項６ に記載する集光ユニットにおいて、

  前記 集光 装置は、

    前 記箱 形に折り畳まれた場合に、前記連設部に沿うように配置されるベルト部が前記

第１ シー ト部に連設され、

    前 記連 設部に沿うように配置された前記ベルト部を差し込み可能なスリットが形成さ

れて いる こと、

を特 徴と する集光ユニット。

【請 求項 ８】

  一方 の面 に反射面が形成された１枚の基台部のみを折り曲げて、前記反射面を内側にし

て集 光可 能に組み立てられる集光装置において、

  前記 基台 部が箱形に折り畳み可能であ り、

  第１ シー ト部と、

  第２ シー ト部と、

  前記 第１ シート部と前記第２シート部とを連設する連設部と、を有し、

  前記 第１ シート部と前記第２シート部を各々折り畳み、折り畳んだ前記第１シート部と

前記 第２ シート部を前記連設部を介して重ね合わせることで、箱形に折り畳まれること、

を特 徴と する集光装置。

【請 求項 ９】

請求 項８ に記載する集光装置において、

  箱形 に折 り畳まれた場合に、前記反射面が形成されていない面により外周面が形成され

てい るこ と、

を特 徴と する集光装置。
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【発 明の 詳細な説明】

【技 術分 野】

【０ ００ １】

  本発 明は 、集光可能に組み立てられる集光装置を備える集光ユニット、及び、集光装置

に関 する 。

【背 景技 術】

【０ ００ ２】

  従来 、集 光可能に組み立てられる集光装置として、特許文献１に記載される加熱調理器

具や 特許 文献２に記載されるソーラクッカが知られている。特許文献１に記載される集光

装置 は、 アルミ蒸着を施したダンボールにより構成された複数のパネルにスリットを設け

、ス リッ トにパネルを差し込むことで組み立てられる。しかし、この集光装置は、パネル

を分 解し て重ね合わせた状態で保管されるため、保管中にパネルが紛失して再組み立てで

きな いこ とがあった。

【０ ００ ３】

  これ に対 して、特許文献２に記載される集光装置は、アルミ蒸着を施したダンボールを

折り 曲げ て組み立てられる。この集光装置は、１枚のダンボールで構成され、折り畳んだ

状態 で保 管されるので、保管時に部品が紛失して再組み立てできない不具合が生じない。

【先 行技 術文献】

【特 許文 献】

【０ ００ ４】

【特 許文 献１】特開２０２１－０２７９７５号公報

【特 許文 献２】実用新案登録第３１７６６５６号公報

【発 明の 概要】

【発 明が 解決しようとする課題】

【０ ００ ５】

  特許 文献 ２に記載される集光装置は、折り畳んだ状態で平置きするか、立て掛ける形で

、保 管さ れていた。そのため、例えば、保管場所から集光装置を持ち出す際に一緒に保管

され てい る保管物に引っ掛かって破損する虞があった。このように、特許文献２に記載さ

れる 集光 装置は、取扱性に改良の余地があった。また、従来の集光装置は、集光以外の機

能が なく 、保管時に有効活用されていなかった。

【０ ００ ６】

  本発 明は 、上記問題点を解決するためになされたものであり、集光可能に組み立てられ

る集 光装 置を備える集光ユニットにおいて、集光装置の取扱性を良好にし、保管される集

光装 置を 有効活用できる技術を提供することを目的とする。

【課 題を 解決するための手段】

【０ ００ ７】

  上記 課題 を解決するためになされた本発明の一態様は、（１）収納物と、一方の面に反

射面 が形 成された基台部を折り曲げて組み立てられる集光装置と、を有し、前記集光装置

が箱 形に 折り畳み可能であること、を特徴とする。

【０ ００ ８】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、集光装置を用いて太陽光を集光しない場合、集光装

置を コン パクトな箱形に折り畳んで保管する。箱形に折り畳まれた集光装置は、保管場所

から 持ち 出される際に一緒に保管されている保管物に引っ掛かりにくく、破損しにくい。

また 、箱 形に折り畳まれた集光装置は、収納物を収納する箱として活用できる。よって、

上記 構成 を有する集光ユニットによれば、集光装置の取扱性を良好にし、保管される集光

装置 を有 効活用できる。

【０ ００ ９】

（２ ）（ １）に記載する集光ユニットにおいて、前記収納物は、潜熱蓄熱材を含む蓄熱材

をマ ット 状容器に封入し、太陽光に晒されることにより蓄熱可能な蓄熱マットであること

、が 好ま しい。
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【０ ０１ ０】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、集光装置と一緒に使用する蓄熱マットを、箱形に折

り畳 んだ 集光装置に収納することで、蓄熱マットと集光装置をバラバラに探す手間が軽減

され 、便 利である。

【０ ０１ １】

（３ ）（ １）または（２）に記載する集光ユニットにおいて、前記基台部は、一方の面に

アル ミ蒸 着が施され、他方の面にアルミ蒸着が施されていないダンボールであること、が

好ま しい 。

【０ ０１ ２】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、ダンボールで構成された集光装置を箱形に折り畳ん

で収 納物 を収納することで、収納物を収納する箱形の集光装置に外力が作用しても、集光

装置 が潰 れたり変形したりしにくく、収納物を安全に収納できる。また、ダンボールで構

成さ れた 集光装置は軽量なので、例えば子供や老人でも集光装置の持ち運びや組み立てを

容易 に行 える。

【０ ０１ ３】

（４ ）（ １）から（３）の何れか１つに記載する集光ユニットにおいて、前記集光装置は

、箱 形に 折り畳まれた場合に、前記反射面が形成されていない面により外周面が形成され

てい るこ と、が好ましい。

【０ ０１ ４】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、例えば、集光装置の保管時や持ち出し時に反射面に

傷が 付き にくく、集光装置の使用と保管を繰り返しても集光装置の集光機能が低下しにく

い。

【０ ０１ ５】

（５ ）（ １）から（４）の何れか１つに記載する集光ユニットにおいて、前記集光装置は

、蛇 腹状 に折り畳み可能な第１シート部と、矩形状に折り畳み可能な第２シート部と、前

記第 １シ ート部と前記第２シート部とを連設する連設部と、を有し、蛇腹状に折り畳まれ

た第 １シ ート部と矩形状に折り畳まれた前記第２シート部とを前記連設部に対して折り曲

げて 重ね 合わせることにより、箱形に折り畳まれること、が好ましい。

【０ ０１ ６】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、集光装置をコンパクトな箱形に折り畳んで保管する

こと がで き、保管スペースを小さくできる。また、集光装置は、第１シート部と第２シー

ト部 が折 り畳まれることで、箱形に折り畳まれたときの強度が増すので、保管時に収納物

を外 力か ら保護できる。

【０ ０１ ７】

（６ ）（ ５）に記載する集光装置において、前記第１シート部は、第１組立用差込片と第

２組 立用 差込片とを有し、前記第２シート部は、前記第１組立用差込片が差し込まれる第

１組 立用 スリットと、前記第２組立用差込片が差し込まれる第２組立用スリットとを有し

、前 記第 １組立用差込片を前記第１組立用スリットに差し込み、前記第２組立用差込片を

前記 第２ 組立用スリットに対して差し込むことにより、集光可能に組み立てられ、前記第

１シ ート 部は、箱形に折り畳まれた前記集光装置の外周面を構成する部分に、可動片を形

成す るた めの切込部が設けられ、前記可動片を前記第１シート部に対して折り曲げること

によ り前 記第１組立用差込片が形成されること、が好ましい。

【０ ０１ ８】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、第１組立用差込片と第２組立用差込片を第１組立用

スリ ット と第２組立用スリットに差し込んで集光装置を集光可能に組み立てる場合には、

可動 片を 第１シート部に対して折り曲げ、第１組立用差込片を形成する。一方、集光装置

を箱 形に 組み立てる場合には、第１シート部と面一になるように可動片を元の位置に戻す

こと で、 集光装置を箱形に折り畳んだときに反射面が外部に露出しないようにする。よっ

て、 上記 構成の集光ユニットは、集光装置を箱形に折り畳んで保管する場合に反射面に傷

が付 くこ とを抑制できる。
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【０ ０１ ９】

（７ ）（ ５）または（６）前記集光装置は、箱形に折り畳まれた場合に前記連設部と対向

する 部分 を開閉する開閉部を有すること、が好ましい。

【０ ０２ ０】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、集光装置を箱形に折り畳んだ状態でも、開閉部を開

閉し て、 収納物を出し入れすることができる。

【０ ０２ １】

（８ ）（ ７）に記載する集光ユニットにおいて、前記集光装置は、前記箱形に折り畳まれ

た場 合に 、前記連設部に沿うように配置されるベルト部が前記第１シート部に連設され、

前記 連設 部に沿うように配置された前記ベルト部を差し込み可能なスリットが形成されて

いる こと 、が好ましい。

【０ ０２ ２】

  上記 構成 を有する集光ユニットは、開閉部を開閉して収納部を出し入れする際に箱形に

折り 畳ん だ集光装置が広げられることを抑制でき、収納物を出し入れしやすい。

【０ ０２ ３】

  本発 明の 別態様は、（９）一方の面に反射面が形成された基台部を折り曲げて組み立て

られ る集 光装置において、箱形に折り畳み可能であること、を特徴とする。

【０ ０２ ４】

（１ ０） （９）に記載する集光装置において、箱形に折り畳まれた場合に、前記反射面が

形成 され ていない面により外周面が形成されていること、が好ましい。

【０ ０２ ５】

（１ １） （９）または（１０）に記載する集光装置において、第１シート部と、第２シー

ト部 と、 前記第１シート部と前記第２シート部とを連設する連設部と、を有し、前記第１

シー ト部 と前記第２シート部を各々折り畳み、折り畳んだ前記第１シート部と前記第２シ

ート 部を 前記連設部を介して重ね合わせることで、箱形に折り畳まれること、が好ましい

。

【発 明の 効果】

【０ ０２ ６】

  本発 明に よれば、集光可能に組み立てられる集光装置を備える集光ユニットにおいて、

集光 装置 の取扱性を良好にし、保管される集光装置を有効活用できる技術を実現すること

がで きる 。

【図 面の 簡単な説明】

【０ ０２ ７】

【図 １】 本発明の実施形態に係る集光ユニットの集光時の外観斜視図である。

【図 ２】 集光装置の収納機能を説明する図である。

【図 ３】 集光ユニットの保管状態を示す図である。

【図 ４】 集光装置の展開図である。

【図 ５】 集光装置を箱形に折り畳む手順を説明する図である。

【図 ６】 集光装置を箱形に折り畳む手順を説明する図である。

【図 ７】 集光装置を箱形に折り畳む手順を説明する図である。

【図 ８】 集光装置を箱形に折り畳む手順を説明する図である。

【図 ９】 集光装置を箱形に折り畳む手順を説明する図である。

【図 １０ 】集光装置を箱形に折り畳む手順を説明する図である。

【図 １１ 】集光装置を箱形に折り畳む手順を説明する図である。

【図 １２ 】集光装置の外観斜視図である。

【発 明を 実施するための形態】

【０ ０２ ８】

  以下 に、 本発明に係る集光ユニット及び集光装置の一実施形態について図面に基づいて

説明 する 。本実施形態では、太陽光に晒されて蓄熱する蓄熱マットと、集光可能に組み立

てら れる 集光装置とを備える集光ユニットについて説明する。
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【０ ０２ ９】

  図１ は、 本発明の実施形態に係る集光ユニット１００の集光時の外観斜視図である。図

中ド ット 部分は、太陽光を反射する反射面１５を示している。なお、他の図面においても

、反 射面 １５をドットで示す。集光ユニット１００は、集光装置１と、台座５と、蓄熱マ

ット ８と 、を備える。

【０ ０３ ０】

  蓄熱 マッ ト８は、潜熱蓄熱材を含む蓄熱材をマット状容器に封入した部材である。本実

施形 態の 蓄熱材は、潜熱蓄熱材と、蓄熱材の融点を調整する融点調整剤と、太陽光を吸収

しや すい 色（例えば黒色）に蓄熱材を着色する着色剤とを撹拌混合したものである。蓄熱

材は 、蓄 熱に伴って液化し、放熱に伴って固化する。本形態の蓄熱マット８は、蓄熱材と

一緒 に金 属片がマット状容器に封入されており、金属片を折り曲げる刺激で放熱を開始す

るよ うに されている。なお、着色剤や金属片はなくてもよい。蓄熱マット８は、例えば避

難所 やア ウトドアキャンプなどにおいて暖を採るために使用される。

【０ ０３ １】

  集光 装置 １と台座５は、一方の面にアルミ蒸着を施された反射面１５が設けられ、他方

の面 にア ルミ蒸着が施されず反射面１５が設けられていないダンボール１４により構成さ

れて いる 。ダンボール１４は「基台部」の一例である。アルミ蒸着は、アルミ蒸着シート

をダ ンボ ール１４に貼り付けたものでもよいし、アルミをダンボール１４の表面に直接蒸

着さ せた ものでもよい。

【０ ０３ ２】

  台座 ５は 、支持部材６と２個の梁部材７とを備える。台座５は、反射面１５を外側にし

て梁 部材 ７を半分に折り畳み、コの字形に折り畳んだ支持部材６の両端部に係合させるこ

とに より 、組み立てられている。なお、台座５は本実施形態の形状に限定されない。例え

ば、 梁部 材７は１個でも、３個以上でもよい。支持部材６は、複数の部品を組み合わせて

構成 して もよい。

【０ ０３ ３】

  集光 装置 １は、第１シート部２と第２シート部３とを連設部４を介して連設したもので

ある 。集 光装置１は、第１シート部２を第２シート部３に対して起立させた状態で、第１

シー ト部 ２の第１組立用差込片２８と第２組立用差込片２９を第２シート部３の第１組立

用ス リッ ト１１ｂと第２組立用スリット１１ｃにそれぞれ差し込むことにより、反射面１

５を 内側 にして集光可能に組み立てられる。つまり、集光装置１は、ボルトなどを使用せ

ずに 、１ 枚のダンボール１４を折り曲げるだけで組み立てることができる。

【０ ０３ ４】

  図２ は、 集光装置１の収納機能を説明する図である。集光ユニット１００は、保管時に

、集 光装 置１が箱形に折り畳まれ、蓄熱マット８と支持部材６と梁部材７を収納する。支

持部 材６ と梁部材７と蓄熱マット８は「収納物」の一例である。集光装置１は、一対の広

い面 と、 一対の広い面の間に配置される４つの側面と、を備える直方体形状に折り畳まれ

、蓄 熱マ ット８と台座５（支持部材６と梁部材７）を収納可能な内部空間Ｓを備える。箱

形に 折り 畳まれた集光装置１は、反射面１５が形成されていない面により外周面が形成さ

れて いる 。

【０ ０３ ５】

  図３ は、 集光ユニット１００の保管状態を示す図である。集光ユニット１００は、集光

装置 １が 箱形に折り畳まれた状態で、他の集光ユニット１００などと一緒に保管場所に保

管さ れる 。集光ユニット１００は、集光装置１の広い面を下側にして保管されてもよいし

、一 対の 広い面の間に設けられた４つの側面のうちの１つ（例えば、第２側面形成部３５

、あ るい は、連設部４）を下側にして本のように立てた状態で、保管されてもよい。

【０ ０３ ６】

  集光 装置 １について詳細に説明する。図４は、集光装置１の展開図である。集光装置１

は、 横長 に設けられた第１シート部２と横長に設けられた第２シート部３が連設部４に連

設さ れて いる。
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【０ ０３ ７】

  第１ シー ト部２は、第１パネル部２１と、第２パネル部２２と、第３パネル部２３と、

第４ パネ ル部２４と、第５パネル部２５とを備える。第１シート部２は、図中左側から順

に、 第５ パネル部２５、第４パネル部２４、第１パネル部２１、第２パネル部２２、第３

パネ ル部 ２３が折曲部１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄを介して連設され、中央部の第１

パネ ル部 ２１を中心にして蛇腹状に折り畳むことができる。

【０ ０３ ８】

  第２ シー ト部３は、第６パネル部３１と、第７パネル部３２と、第８パネル部３３と、

第１ 側面 形成部３４と、第２側面形成部３５と、を備える。第２シート部３は、図中左側

から 順に 、第７パネル部３２、第１側面形成部３４と、第６パネル部３１と、第２側面形

成部 ３５ と、第８パネル部３３が折曲部１０ｍ，１０ｎ，１０ｑ，１０ｐを介して連設さ

れ、 中央 部の第６パネル部３１を中心にして矩形状に折り畳むことができる。

【０ ０３ ９】

  第１ シー ト部２と第２シート部３は、それぞれ、第１パネル部２１と第６パネル部３１

が折 曲部 １０ｋ，１０ｗを介して連設部４に連設されている。第１パネル部２１と第６パ

ネル 部３ １には、それぞれ、太陽光が集められる集光位置を示す目印１２ｂ，１２ａが設

けら れて いる。

【０ ０４ ０】

  第１ シー ト部２は、蛇腹状に折り畳む折り畳み方向（図中左右方向）において両端部に

位置 する 第５パネル部２５と第３パネル部２３に、第１組立用差込片２８と第２組立用差

込片 ２９ が設けられている。第２シート部３は、第１組立用差込片２８を差し込むための

第１ 組立 用スリット１１ｂが図中左端部に位置する第７パネル部３２に設けられ、第２組

立用 差込 片２９を差し込むための第２組立用スリット１１ｃが図中右端部に位置する第８

パネ ル部 ３３に設けられている。

【０ ０４ １】

  第３ パネ ル部２３は、第２組立用差込片２９を第２組立用スリット１１ｃに差し込みや

すい よう に、図中右縁部を切り欠いて凹部１３ａを設けることで、第２組立用差込片２９

が設 けら れている。

【０ ０４ ２】

  これ に対 して、第５パネル部２５は、切込部１１ｆが図中左縁部から略Ｌ字形に形成さ

れ、 折曲 部１０ｘを基点として可動する可動片２０が設けられている。切込部１１ｆは「

切込 部」 の一例である。可動片２０が折曲部１０ｘを介して第５パネル部２５に対して折

り曲 げら れることにより、第１シート部２は、凹部１３ｂ（図１参照）が第５パネル部２

５に 形成 され、第１組立用差込片２８を第１組立用スリット１１ｂに差し込み易くされて

いる 。

【０ ０４ ３】

  第１ 組立 用差込片２８と第２組立用差込片２９は、折曲部１０ｇと折曲部１０ｊに沿っ

て第 ５パ ネル部２５と第３パネル部２３に対して折り曲げることができる。

【０ ０４ ４】

  図３ に示 すように、第１シート部２は、折曲部１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄに沿っ

て第 １パ ネル部２１を中心に蛇腹状に折り畳まれる。これに対して、第２シート部３は、

折曲 部１ ０ｍ，１０ｎ，１０ｐ，１０ｑに沿って、第６パネル部３１を中心に矩形状に折

り畳 まれ る。集光装置１は、蛇腹状に折り畳まれた第１シート部２と矩形状に折り畳まれ

た第 ２シ ート部３が連設部４を介して重ね合わされる。

【０ ０４ ５】

  図４ に示 すように、第１側面形成部３４と第２側面形成部３５は、蛇腹状に折り畳まれ

た第 １シ ート部２の厚み分だけ、短手方向の幅寸法Ｗ２，Ｗ３が連設部４の短手方向の幅

寸法 Ｗ１ より小さくされている。さらに、第１側面形成部３４の幅寸法Ｗ２は、集光装置

１の 厚み 分（ダンボール１４と反射面１５の厚み分）だけ第２側面形成部３５の幅寸法Ｗ

３よ り小 さくされている。これにより、図３に示すように箱形に折り畳まれた集光装置１
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は、 第５ パネル部２５と第６パネル部３１により構成される一対の広い面がほぼ平行に配

置さ れ、 これらの間に第１側面形成部３４と第２側面形成部３５と連設部４を配置し、内

部空 間Ｓ （図２参照）を形成できる。

【０ ０４ ６】

  図４ に示 すように、第１シート部２の第５パネル部２５は、図中上端部に開閉部２６が

折曲 げ部 １０ｅを介して連設され、図中下端部にベルト部２７が折曲部１０ｈを介して連

設さ れて いる。

【０ ０４ ７】

  開閉 部２ ６は、箱形に組み立てられた集光装置１において連設部４と対向する部分を開

閉す るよ うに、第５パネル部２５に連設されている。開閉部２６は、第５パネル部２５と

同一 幅で 設けられ、折曲部１０ｆにより第３側面形成部２６１と第１収納用差込片２６２

とに 区画 されている。

【０ ０４ ８】

  第３ 側面 形成部２６１は、短手方向の幅寸法Ｗ４が連設部４の幅寸法Ｗ１と略同一であ

り、 連設 部４とほぼ同じ大きさを有する。図３に示すように、第３側面形成部２６１は、

集光 装置 １を箱形に折り畳んだ場合に、４つの側面のうちの１つであって、連設部４と対

向す る側 面を構成する。開閉部２６は、第１収納用差込片２６２が第６パネル部３１の内

側に 差し 込まれる。

【０ ０４ ９】

  図４ に戻 り、第６パネル部３１は、連設部４と対向する辺に、第３収納用差込片３８が

設け られ ている。第６パネル部３１は、第３収納用差込片３８の両側に一対の切込部１１

ｈ， １１ ｈが設けられ、第３収納用差込片３８が折曲部１０ｕを基点にして可動する可動

範囲 を大 きくしている。第１シート部２は、開閉部２６の折曲部１０ｆに沿って、第３収

納用 差込 片３８を差し込むための第１収納用スリット１１ｄが設けられている。

【０ ０５ ０】

  ベル ト部 ２７は、集光装置１を箱形に組み立てた場合に連設部４に沿って配置されるよ

うに 、第 ５パネル部２５に連設されている。ベルト部２７は、第１組立用差込片２８に連

設さ れ、 第１組立用スリット１１ｂに挿通可能な帯状に設けられている。ベルト部２７は

、折 曲部 １０ｉを介して、巻回部２７１と第２収納用差込片２７２とに区画されている。

連設 部４ と第２シート部３との間には、折曲部１０ｗに沿って、第２収納用差込片２７２

を差 し込 むための第２収納用スリット１１ｅが設けられている。第２収納用スリット１１

ｅは 「ス リット」の一例である。

【０ ０５ １】

  続い て、 集光ユニット１００を使用する手順について説明する。まず、集光ユニット１

００ を保 管場所から持ち出して蓄熱マット８に蓄熱する場合について説明する。

【０ ０５ ２】

  例え ば、 図３に示すように、集光ユニット１００は他の集光ユニット１００と一緒に保

管場 所で 保管されている。集光ユニット１００は、集光装置１の第１シート部２が蛇腹状

に折 り畳 まれ、第２シート部３が矩形状に折り畳まれ、これらが重ね合わせることで、集

光装 置１ がコンパクトな箱形に折り畳まれている。そのため、集光ユニット１００の保管

スペ ース が小さくて済む。

【０ ０５ ３】

  ユー ザは 保管場所から集光ユニット１００を持ち出す。集光ユニット１００は、集光装

置１ が反 射面１５と反対側の面を外周面として箱形に折り畳まれているので、保管中や保

管場 所か ら持ち出される場合に反射面１５に傷が付きにくい。

【０ ０５ ４】

  また 、集 光ユニット１００は、箱形に折り畳まれた集光装置１の中に蓄熱マット８と台

座５ が収 納されている。そのため、ユーザは、集光装置１と蓄熱マット８と台座５をバラ

バラ に探 さなくても、これらをまとめて持ち出すことができる。

【０ ０５ ５】
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  ユー ザは 、日中に集光ユニット１を持って屋外へ行き、集光装置１を集光可能に組み立

てて 蓄熱 マット８を太陽光に晒す。具体的に、ユーザは、開閉部２６を開いて、支持部材

６と 梁部 材７と蓄熱マット８を集光装置１から取り出す。ユーザは、第１収納用差込片２

６２ と、 第２収納用差込片２７２と、第３収納用差込片３８を、第６パネル部３１の内側

と、 第２ 収納用スリット１１ｅと、第１収納用スリット１１ｄから外し、集光装置１を解

体し て広 げる。

【０ ０５ ６】

  図１ に示 すように、ユーザは、可動片２０を折曲部１０ｘ（図４参照）に沿って第５パ

ネル 部２ ５に対して折り曲げ、凹部１３ｂを形成する。そして、ユーザは、連設部４を介

して 第１ シート部２を第２シート部３に対して起立させ、第１組立用差込片２８と第２組

立用 差込 片２９を第２シート部３の第１組立用スリット１１ｂと第２組立用スリット１１

ｃに それ ぞれ差し込む。そして、第１組立用差込片２８と第２組立用差込片２９が第１組

立用 スリ ット１１ｂと第２組立用スリット１１ｃから抜けないように、折曲部１０ｇ，１

０ｊ （図 ４参照）に沿って第１組立用差込片２８と第２組立用差込片２９を第５パネル部

２５ と第 ３パネル部２３に対して折り曲げる。これにより、集光装置１は、反射面１５を

内側 にし て集光可能に組み立てられた状態を維持できる。

【０ ０５ ７】

  ユー ザは 、例えば、第２シート部３を下側にして集光装置１を屋外に設置し、目印１２

ａの 上に 組み立てた台座５を置き、蓄熱マット８を台座５に載せる。集光装置１の反射面

１５ に照 射された太陽光は、蓄熱マット８に集められ、蓄熱マット８が蓄熱を開始する。

【０ ０５ ８】

  なお 、図 １に示すように、集光装置１は、第２シート部３を下側にして地面に設置した

場合 に第 １シート部２が地面に対して傾斜する角度は、第１シート部２を下側にして地面

に設 置し た場合に第２シート部３が地面に対して傾斜角度する角度より、大きい。よって

、ユ ーザ は、例えば、太陽光の高度が高い夏場には第２シート部３を下側にして地面に設

置し 、太 陽の高度が低い冬場には第１シート部２を下側にして地面に設置すれば、集光装

置１ を用 いて太陽光を一年中効率良く集光して蓄熱マット８に蓄熱することが可能である

。な お、 集光装置１は、調理や、ソーラバッテリの充電など、蓄熱マット８の蓄熱以外の

用途 に用 いられてもよい。

【０ ０５ ９】

  次に 、使 用した集光ユニット１００を片付ける手順について説明する。図５～図１１は

、集 光装 置１を箱形に折り畳む手順を説明する図である。ここでは、台座５と蓄熱を完了

した 蓄熱 マット８を集光装置１に収納して集光ユニット１００を保管場所に片付ける場合

につ いて 説明する。

【０ ０６ ０】

  まず 、図 ５に示すように、ユーザは、台座５と蓄熱を完了した蓄熱マット８を集光装置

１か ら取 り除く。ユーザは、集光装置１の第１組立用差込片２８と第２組立用差込片２９

を第 １組 立用スリット１１ｂと第２組立用スリット１１ｃから抜き出し、図６に示すよう

に、 第１ シート部２と第２シート部３を倒し、図７に示すように集光装置１を展開する。

この とき 、集光装置１は、反射面１５を上向きして広げられる。

【０ ０６ １】

  図７ に示 すように、ユーザは、折曲部１０ｂと折曲部１０ａに沿って第４パネル部２４

と第 ５パ ネル部２５を第１パネル部２１の図中奥側（反射面１５が形成されていない面側

）に 蛇腹 状に折り畳む。このとき、第４パネル部２４と第５パネル部２５は、反射面１５

を内 側に して折り畳まれるので、集光装置１を折り畳む作業中に第４パネル部２４と第５

パネ ル部 ２５の反射面１５に傷が付きにくい。

【０ ０６ ２】

  図８ に示 すように、ユーザは、折曲部１０ｄと折曲部１０ｃに沿って第２パネル部２２

と第 ３パ ネル部２３を第１パネル部２１の図中手前側（反射面１５側）に蛇腹状に折り畳

む。 この とき、第２パネル部２２と第３パネル部２３は、反射面１５を外側にして折り畳
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まれ る。

【０ ０６ ３】

  図９ に示 すように、ユーザは、折曲部１０ｎに沿って第１側面形成部３４を第６パネル

部３ １に 対して起立させるように折り曲げ、さらに、折曲部１０ｍに沿って第７パネル部

３２ を第 ６パネル部３１に対向させるように第１側面形成部３４に対して折り曲げる。こ

れと 同様 に、ユーザは、折曲部１０ｑと折曲部１０ｐに沿って第８パネル部３３と第２側

面形 成部 ３５を折り曲げる。図１０に示すように、第２シート部３は、第８パネル部３３

を第 ７パ ネル部３２に重ねることにより、反射面１５を内側にして矩形状に折り畳まれる

。こ のと き、第２シート部３は、解体した台座５（支持部材６、梁部材７，７）と蓄熱マ

ット ８を 第６パネル部３１に載置した状態で矩形状に折り畳んでもよい。なお、台座５と

蓄熱 マッ ト８は、後述するように集光装置１を箱形に折り畳んでから集光装置１の内部空

間Ｓ （図 ２参照）に収納してもよい。

【０ ０６ ４】

  図１ ０に 示すように、ユーザは、連設部４を第６パネル部３１に対して起立させるよう

に、 折曲 部１０ｗを折り曲げ、さらに、蛇腹状に折り畳まれた第１シート部２を矩形状に

折り 畳ま れた第２シート部３に重ねるように折曲部１０ｋを折り曲げる。このとき、第２

シー ト部 ３が反射面１５を内側にして矩形状に折り畳まれているので、ユーザは第２シー

ト部 ３の 反射面に触れずに、蛇腹状に折り畳んだ第１シート部２を矩形状に折り畳んだ第

２シ ート 部３に重ね合わせることができ、反射面１５の損傷を抑制できる。

【０ ０６ ５】

  また 、第 ２パネル部２２と第３パネル部２３は、反射面１５を外側にして折り畳まれて

いる が、 第５パネル部２５と第２シート部３との間に配置されているため、反射面１５に

傷が 付き にくい。

【０ ０６ ６】

  これ によ り、図１１の二点鎖線に示すように、集光装置１は、連設部４と対向する部分

を開 放し た箱形に折り畳まれる。ユーザは、図１１の実線に示すように、第１収納用差込

片２ ６２ を第６パネル部３１の内側に差し込んで開閉部２６を閉じる。そして、第３収納

用差 込片 ３８を開閉部２６に設けた第１収納用スリット１１ｄに差し込む。これにより、

開閉 部２ ６の開閉が制限される。なお、第２シート部３の第１側面形成部３４と第２側面

形成 部３ ５に連設されている第１折込片３６と第２折込片３７を折曲部１０ｓ，１０ｔを

介し て開 閉部２６の内側に折り込まれるので（図４、図１０参照）、第２シート部３の反

射面 １５ が損傷することを抑制できる。

【０ ０６ ７】

  さら に、 図１１に示すように、ユーザは、ベルト部２７の第２収納用差込片２７２を第

２収 納用 スリット１１ｅに差し込む。これにより、第１パネル部２１と第６パネル部３１

がベ ルト 部２７で挟み込まれて保持される。よって、集光装置１は、台座５と蓄熱マット

８を 出し 入れされても、箱形に折り畳まれた状態を維持できる。

【０ ０６ ８】

  集光 装置 １は、図５に示すように、第２シート部３を折曲部１０ｒ（図４参照）に沿っ

て折 り曲 げるなどして集光可能に組み立てられた場合、第６パネル部６に半円状に形成さ

れた 切欠 部１１ａによって、鍋などを載置する載置面が第６パネル部６に対して起立する

よう に設 けられる。これに対して、集光装置１は、折曲部１０ｒなどを伸ばして図７に示

すよ うに 解体され、図１１に示すように箱形に折り畳まれた場合、第６パネル部６が平ら

にさ れ、 集光装置１の反射面１５や集光装置１に収納される収納部が切欠部１１ａから外

部に 露出 しない。

【０ ０６ ９】

  図１ ２は 、集光装置１の外観斜視図である。箱形に折り畳まれた集光装置１は、折曲部

１０ ｘが 伸ばされ、可動片２０が第５パネル部２５と同一面上に配置されることにより、

凹部 １３ ｂ（図５参照）が解消される。これにより、集光装置１の保管時に、第４パネル

部２ ４の 反射面１５が外部に露出して損傷することを防止できる。
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【０ ０７ ０】

  蓄熱 マッ ト８を収納する集光装置１は、強度があるダンボール１４により構成されてい

る。 しか も、箱形に折り畳まれた集光装置１は、蛇腹状に折り畳まれた第１シート部２に

より 一対 の広い面の一方が構成され、矩形状に折り畳まれた第２シート部３の第６パネル

部３ １に より一対の広い面の他方が構成され、第１側面形成部３４と第２側面形成部３５

と連 設部 ４と開閉部２６により一対の広い面の間の４つの側面が構成されており、強度が

大き くさ れている。よって、箱形に折り畳まれた集光装置１は、外力に対する強度が大き

くさ れ、 変形しにくいので、収納物を安全に保護できる。

【０ ０７ １】

  例え ば、 集光装置１は、蓄熱を完了した蓄熱マット８が収納されているときに外力が作

用し ても 、その刺激が蓄熱マット８に作用しにくい。そのため、蓄熱マット８は、保管中

に外 部か ら刺激を付与され、ユーザの意図に反して放熱を開始しにくい。そのため、ユー

ザは 、自 分の好きなタイミングで蓄熱マット８の金属片を折り曲げて蓄熱マット８に放熱

させ るこ とができる。

【０ ０７ ２】

  また 、蓄 熱して柔らかくなった蓄熱マット８は、箱形の集光装置１に収納されることで

、他 の部 材に引っ掛かるなどして損傷することを回避できる。

【０ ０７ ３】

  集光 装置 １は、集光可能に組み立てられる場合と同様に、ダンボール１４を折り曲げて

箱形 に折 り畳まれる。そのため、集光装置１は、保管中にバラバラにならず、部材の紛失

によ り再 組み立てできない事態が生じない。

【０ ０７ ４】

  なお 、使 用した蓄熱マット８は、例えば、箱形に折り畳んだ集光装置１に収納しておく

。ユ ーザ は、翌日以降の日中に、蓄熱済みの蓄熱マット８が入った集光装置１を屋外に持

ち出 し、 図５～図１１に示す折り畳み手順と逆順で集光装置１を解体して組み立て直し、

使用 済み の蓄熱マット８に再び蓄熱する。

【０ ０７ ５】

  とこ ろで 、箱形に折り畳まれた集光装置１は、図３に示すように、反射面１５が形成さ

れて いな い面を外周面として箱形に折り畳まれている。そのため、集光ユニット１００あ

るい は集 光装置１は、箱形の状態で保管される場合や、保管場所から持ち出される場合に

、反 射面 １５に傷が付きにくく、保管と使用が繰り返されても集光装置１の集光機能が低

下し にく い。特に、例えば避難所などで、不特定多数の人が保管場所に集光ユニット１０

０を 出し 入れする場合でも、集光装置１が反射面１５の損傷を抑制されたり、部品の紛失

によ り再 組み立ててきなかったりするような不具合が生じないので、集光ユニット１００

ある いは 集光装置１を長期間利用できる。

【０ ０７ ６】

  また 、集 光装置１と台座５は、ダンボール１４で構成され、軽量である。そのため、例

えば 子供 や老人でも集光ユニット１００あるいは集光装置１を簡単に持ち運んだり、組み

立て たり することができ、便利である。

【０ ０７ ７】

  以上 説明 したように、本実施形態の集光ユニット１００は、集光装置１を用いて太陽光

を集 光し ない場合、集光装置１をコンパクトな箱形に折り畳んで保管する。箱形に折り畳

まれ た集 光装置１は、保管場所から持ち出される際に一緒に保管されている保管物に引っ

掛か りに くく、破損しにくい。また、箱形に折り畳まれた集光装置１は、蓄熱マット８と

台座 ５を 収納する箱として活用できる。よって、本実施形態の集光ユニット１００によれ

ば、 集光 装置１の取扱性を良好にし、保管される集光装置１を有効活用できる。

【０ ０７ ８】

  尚、 本発 明は、上記実施形態に限定されることなく、色々な応用が可能である。例えば

、台 座５ はなくてもよい。目印１２ａ，１２ｂを集光装置１に設けなくてもよい。

【０ ０７ ９】
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  例え ば、 集光ユニット１００の集光装置１に収納される収納物は、蓄熱マット８でなく

ても よい 。例えば、太陽光を用いて蓄電するソーラバッテリなどでもよい。また、収納物

は、 集光 装置１と一緒に使用するものでなくてもよい。例えば、タオルや非常食など、集

光装 置１ の使用先で使用されるものでもよい。さらに、収納物は、特定の商品に限らず、

個人 所有 物など事後的に集光装置１に収納されるものでもよい。但し、上記実施形態のよ

うに 、集 光装置１と一緒に使用して蓄熱を行う蓄熱マット８を、箱形に折り畳んだ集光装

置１ に収 納することで、蓄熱マット８と集光装置１をバラバラに探す手間が軽減され、便

利で ある 。

【０ ０８ ０】

  例え ば、 集光装置１の基台部は、ダンボール１４の他、厚紙、板紙など、折り畳み可能

な材 料で 構成してもよい。但し、上記実施形態のように、一方の面にアルミ蒸着を施して

反射 面１ ５を形成したダンボール１４により集光装置１の基台部を構成することで、蓄熱

マッ ト８ を収納する箱形の集光装置１に外力が作用しても、集光装置１が潰れたり変形し

たり しに くく、蓄熱マット８を安全に収納できる。また、ダンボール１４で構成された集

光装 置１ は軽量なので、子供や老人などでも集光装置１の持ち運びや組み立てを容易に行

える 。

【０ ０８ １】

  上記 実施 形態では、第１シート部２と第２シート部３のパネル部の数は上記実施形態に

限ら ない 。第１シート部２と第２シート部３の折り畳み方法は、上記実施形態と異なって

もよ い。

【０ ０８ ２】

  例え ば、 第６パネル部３１に開閉部２６を差し込むスリットを設けてもよい。

【０ ０８ ３】

  ベル ト部 ２７と第２収納用スリット１１ｅはなくてもよい。但し、上記実施形態のよう

に、 集光 装置１を箱形に折り畳んだ状態で、連設部４に沿うようにベルト部２７を配置し

て第 ２収 納用スリット１１ｅに差し込むことで、開閉部２６を開閉して蓄熱マット８を出

し入 れす る際に箱形に折り畳んだ集光装置１が広げられることを抑制でき、蓄熱マット８

を出 し入 れしやすい。また、蛇腹状に折り畳んだ第１シート部２や矩形状に折り畳んだ第

２シ ート 部３が広がることを抑制し、集光装置１の箱形に折り畳んだ状態を安定して維持

でき る。

【０ ０８ ４】

  折曲 部１ ０ｒはなくてもよい。あるいは、集光装置１は、折曲部１０ｒなどを伸ばした

状態 で集 光可能に組み立てても良い。

【０ ０８ ５】

  集光 装置 １の組立手順や折り畳み手順は、発明の趣旨を逸脱しない範囲で、順序を入れ

替え ても よい。

【符 号の 説明】

【０ ０８ ６】

１       集 光装置

２       第 １シート部

３       第 ２シート部

４       連 設部

８       蓄 熱マット

１４     ダ ンボール

１５     反 射面

２６     開 閉部

２７     ベ ルト部

１１ ｅ   第 ２収納用スリット

【要 約】

【課 題】 集光可能に組み立てられる集光装置を備える集光ユニットにおいて、集光装置の
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取扱 性を 良好にし、保管される集光装置を有効活用できる技術を提供すること。

【解 決手 段】反射面１５を備えるダンボール１４を折り曲げて組み立て可能な集光装置１

と、 蓄熱 マット８と、台座５とを有する集光ユニット１００において、蓄熱マット８を蓄

熱す る場 合には集光装置１を集光可能に組み立て、保管時には集光装置１を箱形に折り畳

み、 蓄熱 マット８と台座５を集光装置１に収納する。

【選 択図 】図２

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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              登録実用新案第３１７５８９１（ＪＰ，Ｕ）      

              国際公開第２００５／０９０１７３（ＷＯ，Ａ１）    

              特開２０１２－０５１６２４（ＪＰ，Ａ）      

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

              Ｆ２４Ｓ    ２０／３０

              Ｆ２４Ｓ    ６０／００

              Ｆ２４Ｓ    ２３／７０

              Ａ４７Ｊ    ３３／００

( 17 ) JP  7157986  B1  2022.10.21
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